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金星気象衛星搭載紫外イメージャ開発報告—フライトモデルに向けて—

Development of the Ultraviolet Imager onbord Venus Climate Orbiter
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宇宙科学研究本部が 2010年夏の打ち上げを計画している Venus Climate Orbiter (VCO)は, 5つのカメラを搭載し,異な
る波長帯で金星撮象を連続的に行う. 各波長の観測データを有機的に組み合わせることで,昼夜の雲構造の相違や 3次元
的な大気運動を捉える.

我々が開発している紫外イメージャー (UVI: Ultraviolet Imager)は 65～70km高度の下部成層圏に存在する上層雲中に
存在する SO2 (中心波長 283nm)および未同定物質 (中心波長 365nm)の吸収による太陽散乱光から雲水平運動を捉える.
2次元 CCDを用いることで高空間分解能での短時間全球撮象を可能にし,一定時間間隔での連続観測運用を長期行う計
画である. これにより,上層雲の大規模構造からメソスケール構造までの生成・消滅や,雲運動の追跡から風速を捉え,こ
れまで示唆されて来た子午面循環の評価等を可能とし,金星大気力学の謎に迫る.

UVI 開発は 2008年 4月までにプロトフライトモデル (PM)の製造,性能試験等を終え, 2010年の打ち上げに向けて,フ
ライトモデル (FM)の作成段階に入る.本発表では,前回発表後の進捗として以下の内容を発表する.

1)アウトガス評価実験結果: フィルターホイール部のフィルタ緩衝材として使用するシリコン系接着剤からのアウトガ
ス付着量と付着による透過率変化を評価するための実験を行った結果, 80℃で約 1週間のベーキングを行うことで,透過
率の低下が 1%程度に抑えられるという結論に至った.

2)環境試験結果と光学特性試験結果: PMを用いた各環境・性能試験結果の概要と、FMへの反映点を示す. 特に 2008
年 3, 4月に PMをもちいた試験を行い，その結果を紹介する.


